
ここ~で は.演 戸 村武弁 のま九 な存在 ヒ して ′ この鹿 田 宜彦廃 した . 欝釆 ヒ レ

て盤紫 の東栄-とうをが ()が 渓い車 は孝威 され る こ とで ある ｡

比厳敢帝 利恵 畠感展庫 の 上 ヒ′沓 妊変温 不慮 が 他 方 轄鹿 野 豪打 罷｣こしノ東

栄が■多 く小観 衆 改車的 乱生産力 に識blb､来 らず温 田 を落 盤 ませ た - 寮 ht-は'k

害が 摩 カ な敵 各巌 線 審 戒 の泉 田 と患 った ｡ それ に立 噂 L,こ盤カ な背虞 と衣 o

f=の は ,鹿 乳 の藩政 で あ っ{=.

工業 に は在来 工栄 が 多し＼が ′ それか LS藤慶 して改 正 工栄 にな ゥ左 もの量 あ

る ｡がラ癖 尊 Lf三河 の癖 た戴 癌 と療 tit､っい て倦逢 した庚舟 上兼 で承る & ガ ラ

番 のみ な らず者地 のエ 鏡は鼻舟 内 に介 席 し.農村 の食 刻 労萄 力 麦吸 収 して ､̀

る ｡

〔癖vT奉 ま とや )

以 上が本 奴巌 の-収 拍藤 色 で あ,aが ,地 威 時で li象 (=細 く命頼 ビ 与る .そ

こで東栄 の産 額 から地 境 臥舟 を斤 った ｡大 き く二 つ に射 ナる と. 絶 集材 とエ

凍 又 煉濃紫 を兼廉 とする 町舟 にわ 軒,そ の中 妹 .作物 又 は漁業 の建碑 童顔贋

に して知命 を斤 ウた .那, この解 ノ 字別 の線 計 が滞 られ なかった 車 は寒暑 に

療■息 である .
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葡 盤 地境 で ある神泉 ))順 隼太市 は .東 京 の虹 * に あ ゥて ′都 市 化 0)淡 をい

ろん な釦 で感じと也 る新膚 の都 市 で ある .

聾太 市 岡乳 の勉叔也 をみか こあ r=()′ 亀,黙黄泉 として絶勝 を ′人 文贋鹿 と

して都 市 化 とその巌馨 を2つの主 を鼠泉 ヒL/て ノ塙 を構 成 する各 舟野 を,餐

入市 荻 生象 ,* /0年 間 の衆仏ヒL､ろ雅 で 舞杏 を魔 め た ｡部 首 仏を斉藤 する解

に _都 市化の東食 を都 市 地上血利 用 の進 出 ヒい う形で ′ ヌ都 市化の繋留 と LJ

て .人 口徳 島の姦此ヒ .森村煎 鹿 艶 要素 の象温 又虻座 敷 とい う微 ゼ ヒり慮 っ

た .暴虐 に .宙感衆 庫 ′都 市 仏 の庭番 の 右が､い .鼻 発展 l#の聴教 を払 ヒに L

i ,質 太 市 巌 の穐 蒋 殉走地威 圧舟 を行 な ゥた ,

象太 市爾汝 は束 の好鍵 県 台 地 . 静 の井 沢Ji,池 には さまれ左 舷威 ゼ .その 筋

を ′南下 する纏 め 吊り中泉寒村並 に度 量 する ′地戒 の番線 は ,臆布 状 の新 雪

が∴ N～VV へ33 との方向 に配列 L,又断層鮭 漁 ヒ考 え られ る教 河 畔 こよ ･,

て .い くつ か の五 線 ,台 地 に /ブ n ･ソク底 に倉擬 され て t,tt)/太 く蘭東 ロー

ム に おおわ]Lて し＼る ,賂 絶 且弁 するP,翠 の尊が､町 )と して ′.2.,r芽の鬼灘,既 ,
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藍 や肇泉 , ロ --ム 麿 の性 質 ノ 及 び､t7-ム 嘗 下部 の藤 の有無 など､に 蘭 する艶 麗

諦塵､と文 献 による考察 を ど､によ っこ , grつの放線面 に 監介 し ′車 で ,｡′- A

鹿頑の有 無 によ t)′丘 藤 をよ嶺 に ノ Å 哀 感 ロ-ム の巌 いと払高によ って 台盤

を3面 に舟 け{= e

この地底 の常永 ローム の席巌 として ti:,武銭野 口 一 ム に -凝柳 こみ られる東

覚 'Iミス 事が . ここで 吐息 <裁ら九す, 一 方⊥ この勉鹿の武蔵野 C7-Å層 の

最 上部紅 くL=′額虜野 ラビ リと呼 ば れる火山廉 をはさむ こ とが あが ら来 る 9

次 に′土地剰博 にっいてみ る ヒ′紹額 3.41,5-年 を魔 に して.かな りの変仏

が み られ る .牽木南 の都 市亀 は′工場 ′庭 亀の:進出が､恩赦にな()磯 めた感知

5∫畢 感か ら著 しくな ()′上 盤利 粥もかな ()変船 がみ られ る .覇 有 線 を 上盤

利 岡の盤 出は . 土地の親展 の嵐易さ と′澄 巌願 の洛贋 'によ '). 沖腐 鹿 よ ')宣

布 の中'亡か ら施 して直音 rL鑑 畳す急告施 上 l=於 て藩 しい ｡ 療 J'亡 ′それま で

の ′台地 i の触 .沖腐 鬼 での水 田 といろ明白在庫蕉 土親利 柄が､しぎい と くが､

九 .台池上 で ′都市 殉上盤利 鞘 への恵親 が お こっている ｡又番台 勉 によ って

も .萄卑 Ahの鼻息 は異な って いる ｡音 容 勉ば .沖感鹿にのか､て農産 しこ い<

が ′大風虜 を都 宙抑 ま沖額 地 をとが こえ た台地 .血 痕塵 に和ナられ る傾 向が

ある.

都 市仏は こら した 土地剰 間へ､の盈慮 璃 なあ らわfLの底 に.牽太 市 の巌 寮 内

郵 こ.か な ()の影夢 を与 え 7:い る .層本 市 とL 瑠新 5チ年 数定 巌 象戸数塵Rl

Pt-で .碑 泉 州 鼻 の車 ビ放し､うま でもなく ′全国的 に宣濃紫 錦象索 07親 し＼市 で

ある といえる . しか し .尊大 市 内邸 に百を向 ける と′鼻薬 声教 率 .屠 蘇廉象

率 の卑 下は藩 しく一その鹿 を 虻.金 萄平牢 を上 tgh て い 題 ｡ 又濃紫巌 奮 立新

地 の威 少 ′ 単産象 の増加 に碑 な･って 一軌普 ′畜産 をヰ 疋とする 集勧化の傾向

が み られ る .薗裏はかな り贋碑 のよ い太 い水 田を功 ウた 市近郊 の尊 者廉廉層

に多く ′又蔑産 は新 盤 も ′静麻 カも雷碧 よ り少な くこす むので ′弟 発展 家の

五慶 な産 業 鉄人凍 となって いるC Lカ＼し.轟薮 はよぎ副審錦葡象 の鹿 を艶 L,

て いな い Q

以上の よう左勉骸 の周遼 ′都 市 胞 の鹿威 鼻 .線束 の健勝 のあが い 在 ビによ

って ′(日有衛 曲数塵勉威 ′(2)単底 近郊地威 /(a)局勉館都 市 紅 塵堆 勉強 ′k)

娼凍 町 史 粧 私 感東成 . 〔∫博 大 山 間姓鹿 の∫つに地底 jgI舟 を符を ウ{=.
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